
日本人間ドック学会発表の基準値に関しての当機構の見解 
 
本年 4 月に，日本人間ドック学会・健康保険組合連合会検査基準値及び有用性に関する

調査研究小委員会が，「新たな健診の基本検査の基準範囲―日本人間ドック学会と健保連に

よる 150 万人のメガスタディー」を発表しました。この発表があたかも健康基準を緩和し

たかのような事実誤認の表現として一部マスコミなどで報道されていることに対し，当機

構として遺憾の意を表するとともに以下のような見解を表します。 

 

 このたび日本人間ドック学会が発表した基準値は，あくまでも 2011 年に人間ドッ

クと健診を受けた人のデーターから，その時点で健康と考えられる人の血圧， コレ

ステロールの分布範囲を示したものであり，将来の脳卒中や心筋梗塞などを発症す

る可能性に対する安全基準に言及した数値ではありません。 

 

 日本動脈硬化学会や日本高血圧学会が発表しているコレステロールや血圧の基準値

は，脳卒中や心筋梗塞などの発症予防のための基準値であり，世界や日本で行われ

てきた一般住民の科学的な長期的追跡調査の結果から導きだされたものです。単年

度の人間ドックや健診受診者の血圧やコレステロールの分布範囲からは，将来の心

血管疾患の発症を予測する数字は，もとめられるものではありません。 

 

 今回の報道に関して，メデイアの方々には，脳卒中や心筋梗塞という取り返しのつ

かない疾患を未然に防ぐという予防医学の視点での科学的根拠にもとづいた正確な

報道をされることを期待します。 
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